
平成３０年度工事随意契約調べ（１１月分）

契約年月 工 事 名

設計工期 工 事 担 当 課 工事番号 設 計 金 額 請 負 代 金 額 契 約 の 種 類

H30.11.12 明和中学校屋上防水復旧工事 H30.11.13

60 教育施設課 18000137 6,714,360 6,588,000 随意契約 H31.1.11

H30.11.12 名草小学校外２校エキスパンジョイントカバー復旧工事 H30.11.13

120 教育施設課 18000136 3,371,760 3,348,000 随意契約 H31.3.12

H30.11.13 東中学校エキスパンジョイントカバー復旧工事 H30.11.14

90 教育施設課 18000135 1,841,400 1,512,000 随意契約 H31.2.11

（株）寺本工務店 和歌山市紀三井寺字沖浜８３２番１

～

オーロン物産（株） 和歌山市紀三井寺字沖浜８３２番１

～

平成30年9月4日の台風21号の影響により、明和中学校の教室
で雨漏れにより被害が発生し授業ができない状況となる。複数
業者に修繕依頼するも、同様の台風被害の修繕のため対応可
能な業者が見つからない中、オーロン物産（株）の対応により速
やかに応急復旧を行えた。しかしながら今もなお雨漏れが続い
ており、早急に棟単位での復旧が必要な状況である。
そのため、今回の被災状況を理解し、現場状況に精通している
オーロン物産（株）が適任であるとし、地方自治法施行令第１６７
条の２第１項第5号を適用した。

平成30年9月4日に和歌山市を襲った台風21号により、名草小
学校、雑賀小学校、浜宮小学校の屋上エキスパンジョイントの
カバーが飛散しました。緊急対応として、各施設の近隣業者で
ある(株)寺本工務店で、飛散して破損・変形したカバーを仮復
旧し、シート、土嚢袋等で多量の雨漏りへの対策を行いました
が、カバーの損傷が激しく、その後の台風時においても、同業
者で安全確認及び措置を施していますが、依然雨漏りが発生し
ている状況で早急な対応が必要となった。
このことにより、現場の状況を十分に把握し、本工事との関連性
も深く、引続き施工することで、効率で早急な対応が可能である
ため、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第5号を適用し、
(株)寺本工務店と随意契約を行った。

（株）オオジ建設 和歌山市松原字横枕３４１番

～

　平成３０年９月４日に和歌山市を襲った台風２１号の影響によ
り、和歌山市立東中学校の屋上エキスパンジョイントカバー（延
長１１．５ｍ）が飛散した。　飛散したカバーを仮復旧し、飛散防
止対策を取ったが、飛散したカバーは破損・変形が大きく雨風
の侵入を防ぐことができないため、早急な本復旧が必要となっ
た。
　株式会社オオジ建設は、本施設の近くにある地元業者で、今
回被災中、その後の度重なる台風等に対して、緊急対応し雨漏
り等への対策を行っており、状況を十分把握し現場に精通して
いることから、迅速な対応が見込め、早期復旧のため、地方自
治法施行令第１６７条の２第１項第５号を適用し、随意契約を
行った。

受 注 者 工 事 場 所
工 期 備 考
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H30.11.22 市道加太８９号線災害復旧工事 H30.11.23

90 道路管理課 18000160 9,963,000 9,720,000 随意契約 H31.3.2

H30.11.28 前代川河川維持工事その２ H30.11.29

90 河川港湾課 18000179 3,753,000 3,672,000 随意契約 H31.2.26

坂田建設（有） 和歌山市吉礼地内

～

平成30年10月22日、和歌山市吉礼地内を流れる前代川の下流
部において護岸擁壁の倒壊を確認した。前代川下流域は以前
から浸水被害が頻発しており、隣接の護岸擁壁も倒壊し始めて
いることから、早急な復旧が必要である。このため、一般競争入
札に付すると工期が大幅に遅れ、周辺住民に更なる被害を生じ
させるおそれがある。
つきましては、隣接する土地を所有している坂田建設（有）に施
工させた場合、早急に着手できることから地方自治法施工令第
167条の2第1項第5号を適用した。

ワタカ建設（株） 和歌山市加太地内

～

施工箇所である市道加太89号線は、平成30年7月6日の大雨に
より、道路下方斜面が幅約35ｍ、長さ約35ｍにわたって崩壊し
たため現在通行止としている。被災後に地すべり変位を確認す
るため地盤伸縮計を設置し計測していたが変位は確認できな
かったため、災害復旧事業を進めていた。しかし、平成30年10
月以降、孔内傾斜計の変位が増加傾向であり、10月31日には
市道加太88号線上にクラックが確認された。市道加太88号線は
加太サニータウンの幹線道路であり、崩落した場合、市民生活
に多大な影響を及ぼすこととなるため、応急対策を実施する必
要があるが、現状では崩落箇所への進入路がないため、早急
に仮設道路を築造する必要が生じた。
　ワタカ建設（株）は現在、加太サニータウン内で修繕を実施し
ており早期着手が可能であることから、地方自治法施行令第１６
７条の２第１項第5号を適用し、随意契約を行った。


